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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は10章からなり，超流動ヘリウム（Hen）の流速測定に対するレーザードップラー流速計の

応用技術について述べた後，これを熱カウンター流ジェットに対して応用し超流動乱流について系統

的に調べたものである。この技術は超流動計測に対して著者により初めて確立されたもので，超流動

現象に関わる常流動成分流速を直接測定するものである。

　ジェットノズル出口近傍の平均流速測定により，出口直下で既に完全カウンター流ではなくゼロ相

対速度流となっていることを見出した。

　余り大きくない熱入力条件下では，流れに規則的な振動，第2音波ヘルムホルッ振動が現れるが，

その周波数や減衰特性を調べることにより背景の流れの超流動乱流特性について調べることができる

ことが分かった。これよりヘルムホルツ振動を伴う流れは弱い乱流状態，即ちTo㎎hの提唱するT一

亙乱流状態であると結論された。そしてもう少し熱入力を増加させると乱流状態はT一皿乱流状態へ

と遷移して行くが，この遷移点では平均流速に対する流速変動の比が大きくなることが兇出された。

　ジェット下流域での測定では，通常流体の乱流ジェットと同様の自己相似構造が認められた，その

流速変動のパワースペクトラムは，Kolmogoroffの一5／3乗則を成立させることを示した。しかしその

ような乱れた流れ構造への移行は極めて上流，出口直下から起こることが確かめられた。これは通常

流体のジヱットとは際立つ違いであり，ノズル出口直下での超流動成分の熱機械効果による強い流れ

込みによる乱れの促進と急激なゼロ相対速度流への移行の反映であると思われる。

　以上，超流動計測へのレーザードップラー流速計の応用の有用性を示すと共に，超流動乱流ジェッ

トについて，初めて直接的に流速を測定することによりその乱流特性を明らかにした。
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　　　　　　　　　　　　　　　審　　査　　の　　要　　旨

　超流動ヘリウムの流速を直接測定する新しい技術を初めて確立させ，それを駆使して超流動乱流に

ついて調べた画期的な論文であり，その成果や今後の研究へ与えるインパクトの大きさから見て申し

分無い。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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